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漢
代
に
お
け
る
漢
朝
と
諸
侯
王
と
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
制
度
的
な
意
図
や
成
立

の
背
景
の
不
明
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
、
郡
国
廟
と
諸
侯
王
の
入
朝
制
度

で
あ
る
。

郡
国
廟
に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く

つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
お
も
に
礼
制
面
か
ら
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
的
に
は
い
ま
だ

不
明
な
点
も
多
い
。

一
方

の
諸
侯
王
入
朝
制
度
に
つ
い
て
は
、
史
書
に
幾

つ
か
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
断
片
的
で
要
領
を
得
ず
、

こ

れ
に

つ
い
て
専
門
に
論
じ
た
も
の
は
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、
こ
の
二

つ
の
制
度
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
も
、

制
度
開
始
の
意
図
や
歴
史
的
な
位
置
づ
け
な
ど
、
不
明
な
点
が
多

い
。

漢
帝
国
が
成
立
し
た
当
初
よ
り
、
天
下
は
漢
朝
と
諸
侯
王
国
と
を
併
存
し
た
郡
国
制
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
そ
れ
は
直
接
的
に
は
項
羽

に
よ

る
軍
功
封
建
を
継
承
し
て
い
る
が

、
高
祖
劉
邦
が
、
異
姓
諸
侯
王
の
粛
清
を
進
め
る
と
同
時
に
同
姓
の
諸
侯
王
を
封
建
す
る
こ
と
で
、

あ
ら
た
め
て
宗
室
諸
侯
王
と
と
も
に
漢
帝
国
を
分
割
統
治
す
る
体
制
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る

。

こ
の
宗
室
諸
侯
王
に
よ
る
郡
国
制

と
い
う
統
治
体
制
の
も
と
で
は
、
皇
統
と
宗
室
諸
侯
王
と
の
血
縁
的
紐
帯
こ
そ
が
、
そ
の
統
治
体
制
の
安
定
的
な
維
持
に
最
も
重
要
な
要
素

杉

村

伸

二

漢

初

の

郡

国

廟

と

入

朝

制

度

に

つ

い

て

漢
初
郡
国
制
と
血
縁
的
紐
帯

は

じ

め

に



先
述
の
と
お
り
、
郡
国
廟
に

つ
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

。
絶
対
量
の
少
な
い
郡
国
廟
に
関
す
る
史
料
は
す

で
に
そ
れ
ら
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
な
事
柄
も
お
お
よ
そ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
郡
国
廟

の
機
能
を
知
る
た
め
に
、
そ

れ
ら
先
行
研
究
に
拠
り
つ
つ
、
郡
国
廟
の
設
置
さ
れ
た
時
の
諸
侯
王
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
漢
初

の
郡
国
廟
設
置
の
経
過
を
今

一

度
確
認
し
て
お
こ
う
。

郡
国
廟
と
は
、
高
祖

の
父
の
太
上
皇
、
高
祖
、
文
帝
、
武
帝

の
廟
を
、
王
国
の
国
都
や
行
幸
先

の
郡
に
置
い
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

前
漢

元
帝

の
時
に
い
た

っ
て
儒
家
の
礼
制
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
。

こ
の
間
の
郡
国
廟
の
沿
革
に
関
す
る
記
述
は
、
『漢
書
』

重
賢
伝
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
息
子
章
玄
成
の
伝
に
、
最
も
ま
と
ま

っ
た
記
述
が
あ
る
。
中
で
も
次

の

一
文
が
そ
の
概
略
を
述
べ
て
い
る
。

初
、
高
祖
時
、
令
諸
侯
王
都
皆
立
太
上
皇
廟
。
至
恵
帝
尊
高
帝
廟
為
太
祖
廟
、
景
帝
尊
孝
文
廟
為
太
宗
廟
、
行
所
嘗
幸
郡
国
各
立
太
祖
、

一

郡

国

廟

に

つ

い

て

(1
)
郡
国
廟
設
置
の
経
緯

で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
郡
国
廟
と
諸
侯
王
入
朝
制
度
は
、
と
も
に
宗
室
劉
氏
や
諸
侯
王
国
に
関
す
る
制
度

で
あ
り
、
漢
初
郡
国
制

に
お
け
る
皇
帝
と
宗
室
諸
侯
王
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
有
用
な
補
助
線
と
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
裏
を
返
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
そ

の
制
度
的
な
位
置
づ
け
の
不
明
で
あ

っ
た
二
つ
の
制
度
に

つ
い
て
、
皇
統
と
宗
室
と
の
関
係
や
そ
の
血
縁
的
紐
帯
と

い
う
要
素
か
ら
見
る
こ

と
で
、
あ
ら
た
な
視
座
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
以
下
で
は
ま
ず
郡
国
廟
と
諸
侯
王
入
朝
制
度
の
制
度
的
な
特
徴
や
そ
の
機
能
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
こ
の
二
つ
の
制
度
の
成
立
の
背
景
と
漢
初
に
お
け
る
こ
れ
ら
制
度
の
歴
史
的
な
意
義
に

つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。



太
宗
廟
。
至
宣
帝
本
始
二
年
、
復
尊
孝
武
廟
為
世
宗
廟
、
行
所
巡
狩
亦
立
焉
。
凡
祖
宗
廟
在
郡
国
六
十
八
、
合
百
六
十
七
所
。

(『漢
書
』
章
賢
伝
)

初
め
高
祖
の
時
に
、
諸
侯
王
の
都
に
太
上
皇
廟
を
立
て
さ
せ
た
。
恵
帝

の
時
に
は
高
帝
廟
を
尊
ん
で
太
祖
廟
と
し
、
景
帝
は
孝
文
廟
を

尊
ん
で
太
宗
廟
と
し
、
か
つ
て
行
幸
さ
れ
た
郡
国
に
各
お
の
太
祖
、
太
宗
廟
を
立
て
た
。
宣
帝
の
本
始
二
年
に
は
、
孝
武
廟
を
尊
び
て

世
宗
廟
と
し
、
巡
狩
さ
れ
た
場
所
に
ま
た
廟
を
立
て
た
。
祖
宗
廟
の
在
る
郡
国
は
す
べ
て
で
六
十
八
、
合
せ
て
百
六
十
七
個
所
で
あ
る
。

先

に
ま
と
め
た
郡
国
廟
の
設
置
と
そ
の
沿
革
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
廟

の
設
置
状
況
に
つ
い

て
見

て
い
こ
う
。

最
初
の
郡
国
廟
で
あ
る
太
上
皇
廟
は
、
太
上
皇
の
莞
去
の
翌
月
、
高
祖
十
年

(前

一
九
七
)
八
月
に
設
置
さ
れ
た
。

八
月
、
令
諸
侯
王
皆
立
太
上
皇
廟
子
国
都
。

(『
漢
書
』
高
帝
紀
下
)

八
月
、
諸
侯
王
に
命
じ
て
太
上
皇
廟
を
王
国
の
都
に
立
て
さ
せ
た
。

先

ほ
ど
の
阜
玄
成

の
言
に
あ
る
と
お
り
、
最
初

の
郡
国
廟
で
あ
る
太
上
皇
廟
は
諸
侯
王
国
の
都
に
の
み
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時

は
未
だ
異
姓

の
諸
侯
王
が
在
位
中
で
、
准
南
王
鯨
布
、
梁
王
彰
越
、
燕
王
盧
紺
、
長
沙
王
呉
臣
の
四
王
が
お
り
、
荊

王
劉
質
、
楚
王
劉
交
、

斉
王
劉
肥
、
趙
王
劉
如
意

の
四
人
の
同
姓
諸
侯
王
と
併
せ
て
八
王
が
立

っ
て
い
た
。
こ
の
八
王
の
都
で
あ
る
、
六

(准
南
)
、
定
陶

(梁
)
、

葡

(燕
)
、
臨
湘

(長
沙
)
、
呉

(荊
)
、
彰
城

(楚
)
、
臨
苗

(斉
)、
郁
郷

(趙
)
の
八
都
市
に
太
上
皇
廟
が
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

続

い
て
設
置
さ
れ
た
の
は
高
祖
廟
で
あ
る
。
高
祖
廟
は
恵
帝
元
年

(前

一
九
四
)
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

令
郡
諸
侯
王
立
高
廟
、

(『漢
書
』
恵
帝
紀
)

郡
と
諸
侯
王
に
命
じ
て
高
廟
を
立
て
さ
せ
た
。

と
い
う
簡
単
な
表
現
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

「郡
諸
侯
王
」
と
あ
る
の
か
ら
す
れ
ば
、
高
祖

の
繭
は
、
王
国
の
都
の
み
な
ら
ず
漢

の
直

轄
郡
に
も
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
諸
侯
王
は
す
で
に
長
沙
王
の
呉
臣
を
除
い
て
す
べ
て
宗
室
劉
氏
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
う

ち
楚
王
劉
交
、
呉
王
劉
湯

の
二
人
は
高
祖
の
弟
と
甥
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
斉
王
劉
肥
、
准
陽
王
劉
友
、
梁
王
劉
恢
、
准
南
王
劉
長
、
燕



王
劉
建
、
趙
王
劉
如
意

の
六
人
は
い
ず
れ
も
高
祖
の
皇
子
で
あ

っ
た
。

次

に
郡
国
に
建
立
さ
れ
た
の
は
文
帝
の
廟
で
あ
る
。
文
帝
廟
は
、
文
帝
崩
御
後
す
ぐ
に
景
帝
に
よ

っ
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
景
帝
元
年

(前

一
五
六
)
十
月
、
景
帝
が
文
帝
の
功
徳
を
顕
彰
す
る
た
め
の
礼
儀
次
第
を
下
問
し
、
そ
れ
に
対
し
て
丞
相
申
屠
嘉
ら
が
答
え
て
次

の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
.、

臣
謹
議
、
世
功
莫
大
於
高
皇
帝
、
徳
莫
盛
於
孝
文
皇
帝
。
高
皇
帝
廟
宜
為
帝
者
太
祖
之
廟
、
孝
文
皇
帝
廟
宜
為
帝
者
太
宗
之
廟
。
天
子

宜
世
世
献
祖
宗
之
廟
。
郡
国
諸
侯
宜
各
為
孝
文
皇
帝
立
太
宗
之
廟
。

(『
漢
書
』
景
帝
紀
)

臣
が
謹
ん
で
議
論
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
功
積
で
は
高
皇
帝
よ
り
大
で
あ
る
も
の
は
な
く
、
徳
で
は
孝
文
皇
帝
よ
り
盛
ん
で
あ

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
高
皇
帝
廟
は
帝
者

の
太
祖
の
廟
と
し
、
孝
文
皇
帝
廟
は
帝
者
の
太
宗
の
廟
と
す
べ
き
で
す
。
天
子

は
代

々
、
祖
宗

の
廟
を
た
て
ま

つ
る
べ
き
で
す
。
郡
国
諸
侯
に
は
孝
文
皇
帝
の
た
め
に
太
宗
の
廟
を
立
て
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
、
高
祖
を
太
祖
、
文
帝
を
太
宗
と
し
、
同
時
に
文
帝
廟
を

「郡
国
諸
侯
」
の
地
に
建
立
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「郡

国
諸
侯
」
と
い
う
表
現
は
少
し
違
和
感
が
あ
る
が
、
高
祖
廟
建
立
の
際
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
直
轄
郡
と
諸
侯
王
国
の
国
都
と
見
る
べ
き

だ
ろ
う
。
ま
た
先

の
卑
玄
成
の
言
に
は
、
こ
の
時
、
高
祖
と
文
帝
の
行
幸
先
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
廟
を
設
置
し
た
と
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ

れ
に

つ
い
て
は
記
述
が
な
く
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
判
断
が

つ
か
な
い

。
当
時
の
諸
侯
王
を
確
認
し
て
お
く
と
、
最
後

の
異
姓
諸
侯
王

だ

っ
た
長
沙
王
呉
著
が
文
帝
後
七
年

(前

一
五
七
)
に
莞
去
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
諸
侯
王
が
宗
室
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
劉
氏
の

諸
侯

王
は
十
六
人
。
景
帝

の
兄
弟
は
梁
王
劉
武
が
残
る
の
み
で
、
甥
の
代
王
劉
登
が
文
帝
由
来
の
諸
侯
王
で
あ
る
。

一
方
、
斉
王
家

の
斉
王

劉
将
閻
、
城
陽
王
劉
喜
、
済
北
王
劉
志
、
済
南
王
劉
辟
光
、
苗
川
王
劉
賢
、
膠
西
王
劉
印
、
膠
東
王
劉
雄
渠
の
七
人
、
准
南
王
家

の
准
南

王

劉
安
、
衡
山
王
劉
勃
、
盧
江
王
劉
賜
の
三
人
と
い
う
の
が
複
数
の
諸
侯
王
を
出
し
て
い
る
有
力
な
王
家
で
あ
る
。
あ
と
は
呉
王
劉
漁
、
楚
王

劉
戊
、
趙
王
劉
遂
、
燕
王
劉
嘉
の
四
人
の
諸
侯
王
が
い
た
。

武
帝
の
郡
国
廟
は
宣
帝

の
本
始
二
年

(前
七
二
)
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
文
帝
廟

の
建
立
か
ら
八
十
年
以
上
も
経

っ
て
い
た
。

こ
の
時
の

宣
帝

の
詔
に
は
、



六
月
庚
午
、
尊
孝
武
廟
為
世
宗
廟
、
奏
盛
徳
、
文
始
、
五
行
之
舞
、
天
子
世
世
献
。
武
帝
巡
狩
所
幸
之
郡
国
、
皆
立
廟
。

(『
漢
書
』
宣
帝
紀
)

夏
六
月
庚
午
、
孝
武
廟
を
尊
ん
で
世
宗
廟
と
し
、
盛
徳
、
文
始
、
五
行

の
舞
を
奏
し
、
天
子
は
代

々
こ
れ
を
た

て
ま

つ
る
。
武
帝
が
巡

狩
し
て
行
幸
し
た
郡
国
に
は
す
べ
て
廟
を
立
て
よ
。

と
あ

っ
て
、
武
帝
の
廟
は
天
下
の
郡
国
に
置
く
の
で
は
な
く
、
武
帝
が
巡
狩
で
訪
れ
た
地
に
設
置
す
る
、
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
に
は
、

劉
氏
諸
侯
王
の
国
が
十
八
ほ
ど
あ

っ
た
が
、
諸
侯
王
国
全
て
に
建
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
太
上
皇
、
高
祖
、
文
帝
、
武
帝
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
国
廟
建
立
の
記
述
と
、
そ
の
時
の
諸
侯
王
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
史

料
的

な
問
題
か
ら
そ
の
沿
革
は
未
だ
不
明
な
点
は
多

い
。
卑
玄
成

の
言
に
は
、
「凡
そ
祖
宗
廟

の
郡
国
に
在
る
も
の
六
十
八
、
合
せ
て
百
六

十
七
所
な
り
」
と
さ
れ
て
お
り
、

一
郡
、

一
国
に
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
廟
と

い
う
こ
と
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
文
帝
廟
や
武

帝
廟

が
建
立
さ
れ
た
と
き
の
よ
う
に
新
た
に
郡
国
廟
が
置
か
れ
た
際
に
、
太
上
皇
廟
や
高
祖
廟
も
同
時
に
置
か
れ
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
も
判
然
と
し
な
い
..
『漢
書
』
武
帝
紀
に
は
、
建
元
六
年

(前
一
三

五
)
に
遼
東
の
高
祖
廟
が
火
災
に
あ

っ
た
と

い
う
記
述
が
あ
り
。

遼
東

郡
に
も
高
祖
廟
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
高
祖
廟
が
置
か
れ
た
当
初
、
遼
東
郡
は
燕
国

の
郡
で
あ
り
、
燕
の
国

都
は
漁
陽
郡
の
葡
で
あ

っ
た
の
で
、
当
初
は
遼
東
に
は
お
か
れ
な
か

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
す
る
と
、
そ
の
後
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
時
期
に
置
か
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
な
ぜ
恵
帝
、
景
帝
、
昭
帝

の
郡
国
廟
が
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
が
置
か
れ
た
郡
国
廟
に
対
し
て
、

実
際

に
郡
や
諸
侯
王
国
で
ど
の
よ
う
に
祭
祀
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
具
体

的
な
状
況
な
ど
は
、
そ
れ
を
語
る
史
料
は
な
く
不
明
と
せ

ざ
る
を
得
な

い
。



漢
初
の
郡
国
廟
設
置
の
意
図
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
様

々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
設
置

の
意
図
を
探
る
上
で
手

が
か
り
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
ほ
ど
も
紹
介
し
た

『漢
書
』
卑
賢
伝
の
中
に
あ
る
、
元
帝

の
以
下
の
よ
う
な
詔
で
あ
る
。

朕
聞
、
明
王
之
御
世
也
、
遭
時
為
法
、
因
事
制
宜
。
往
者
天
下
初
定
、
遠
方
未
賓
、
因
嘗
所
親
以
立
宗
廟
、
蓋
建
威
錆
萌
、

一
民
之
至

権
也
。

朕
は
こ
う
聞
い
て
い
る
、
「名
王
が
世
を
統
治
す
る
に
は
、
時
に
は
よ

っ
て
は
法
を
、
事
に
あ

っ
て
は
宜
し
き
を
制
す
。
む
か
し
天
下

が
初
め
て
定
ま
り
し
と
き
、
遠
方
は
未
だ
服
し
て

い
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
親
し
き
所
に
宗
廟
を
立
て
た
の
は
、
お
よ
そ
威
を
建
て
て

(乱

の
)
萌
し
を
け
し
、
民
を

一
つ
すに

る
た
め
の
至
権
で
あ
る
」
と
。

こ
こ
で
示
さ
れ
る
元
帝

の
郡
国
廟
に
対
す
る
理
解
は
、
漢
初
に
お
い
て
未
だ
完
全
に
は
服
属
し
て
い
な
い
地
方
の
民
心
を

一
つ
に
す
る
た

め
で
あ

っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
元
帝
の
発
言
に
沿

っ
た
見
解
を
示
す
の
が
、
守
屋
美
都
雄
氏
で
あ
る
。
守
屋
氏
は
、
郡
国
廟
の

制
度

を
、
家
族
制
度
上
の
慣
習
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る

一
例
と
理
解
し
、
本
来
な
ら
ば
礼
に
反
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
政
治
的
に
利

用
し
、
漢
の
実
質
支
配
領
域

の
発
展
に
平
行
し
て
地
方
の
統

一
強
化
の
方
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る

。
ま
た
、
本
来
家
族
内

の
制
度
で
あ

っ
た
も
の
を
天
下
全
土
に
敷
衛
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
天
下
の
諸
家
を
漢
家

の
も
と
に
統
合
し
て

一
家
と
し
よ
う
と
い
う
意

図
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は
、
と
推
測
す
る
の
は
板
野
長
八
氏
で
あ
る

。
板
野
氏
の
見
解
も

「民
を

一
に
す

る
」
と
い
う
元
帝
発
言

に
そ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
年
で
は
、
宗
廟
制
度
と
い
う
側
面
に
注
目
し
た
鷲
尾
祐
子
氏
が
、
漢
初
期
の
宗
廟
は
国
家
統
合
の
象
徴
で
あ

っ
た
と
し
、
そ
の
宗
廟
を
郡
国
に
設
置
す
る
こ
と
で
地
方
に
忠
順
を
誓
わ
せ
る
目
的
が
あ

っ
た
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
い
ず
れ

も
、
劉
氏
家
族
内
の
制
度
で
あ
る
は
ず
の
宗
廟
を
帝
国
全
土
に
拡
大
さ
せ
た
も
の
で
、
民
心
に
直
接
的
に
働
き
か
け

る
天
下
支
配
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

一
方
で
、
地
方
を
中
央
に
つ
な
ぐ
と
い
う
基
本
的
な
見
解
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
郡
国
廟
の
宗
廟
祭
祀
と
い
う
面

に
注
目
し
、
宗
室
劉
氏

(
2
)
郡
国
廟
の
機
能
に
つ
い
て
の
見
解



の

一
族
内
に
お
け
る
効
用
を
評
価
す
る
意
見
も
あ
る
。
鷲
尾
氏
は
太
上
皇
廟
の
設
置

の
み
に
限

っ
て
言
え
ば
、
同
姓

の
結
集

の
た
め
に
宗
室

の
起
点
で
あ

っ
た
太
上
皇
の
廟
を
各
地
に
設
置
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
、
当
初

の
郡
国
廟
設
置
の
意
図
を
同
族
結
集

の
た
め
に
家
族
の

紐
帯

を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
す
る
.、.。
ま
た
保
科
季
子
氏
も
、
太
上
皇
廟
、
高
祖
廟
に

つ
い
て
は
、
地
方

に
散
ら
ば

っ
た
劉
氏

一

族
に
、
と
も
に
祖
宗
を
祭
ら
せ
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
立
て
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

。
こ
れ
ら
は
、
宗
廟
が
本
来
持

っ
て

い
る
家
族
内
に
お
け
る
機
能
を
重
視
し
、
同
じ

「地
方
」
で
も
、
統
治
者
で
あ
る
諸
侯
王
に
着
目
し
、
宗
室
劉
氏
の
血
縁
的
紐
帯
を
確
認
し

強
化

し
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、
郡
国
廟
が
設
置
さ
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
漢
初

の
郡
国
制
が
諸
侯
王
に
よ
る
分
割
統
治
で
あ

っ

た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
郡
国
廟
を
王
国
に
も
設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
統
治
分
担
者
た
る
劉
氏
諸
侯
王
に
そ
の
血
縁
的
紐
帯
を
確
認

さ
せ
、
分
割
さ
れ
た
天
下
を
宗
主
た
る
皇
帝
の
下
に
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
見
解
は
、

諸
侯
王
が
実
際
に
地
方

の
統
治
権
を
保
有
し
て
い
た
漢
初
に
限
ら
れ
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
郡
国
廟

の
機
能
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
宗
廟
に
よ

っ
て
中
央
と

「地
方
」
と
を
結
び

つ
け
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
を
土
ハ

有
し

つ
つ
、
そ
の
対
象
を
地
方
の
民
衆
と
み
る
か
、
統
治
す
る
諸
侯
王
と
み
る
か
と
い
う
点
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
た
だ
後
者
の
見
解

が
太
上
皇
廟
や
高
祖
廟
と
い
う
漢
初
の
郡
国
廟
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
見
解
は
時
間
に
よ
る

変
化
と
捉
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
保
科
氏
の
指
摘
が
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
郡
国
廟
は
、
当
初

は
劉
氏

一
族
の
結
集
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
が
、
景
帝
か
ら
武
帝
期
に
か
け
て
中
央
集
権
的
支
配
を
強
め
て
い
く
過
程
で
、
そ
う
し
た
性
格

は
薄

れ
て
ゆ
き
、
武
帝
廟
が
行
幸
し
た
郡
国
に
立
て
ら
れ
る
に
至

っ
て
、
皇
帝
の
権
威
を
全
国
に
示
す
象
徴
と
な

っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
.、
.。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
見
解
を
時
間
に
よ
る
変
化
と
捉
え
れ
ば
、
郡
国
廟
の
機
能
に
つ
い
て
無
理
な
く
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

従

っ
て
郡
国
廟
の
機
能
と
そ
の
変
化
に

つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

郡
国
廟
の
基
本
的
な
機
能
と
は
、
地
方
の
民
衆
や
そ
の
統
治
者
で
あ
る
諸
侯
王
を
中
央
の
皇
帝
に
つ
な
ぎ
と
め
、
漢
の
皇
帝
に
よ
る
天
下

の
支

配
を
裏
付
け
る
た
め
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
漢
初
に
は
統
治
分
担
者
と
し
て
異
姓
諸
侯
王
や
宗
室
劉
氏
諸
侯
王
と
漢
皇
帝
と
の
関

係
を
重
視
し
、
そ
の
結
節
点
で
あ
っ
た
太
上
皇
や
高
祖
の
宗
廟
祭
祀
を
諸
侯
王
国
に
分
置
す
る
こ
と
で
、
統
治
者
集

団
と
し
て
の
紐
帯
を
維



漢
代
に
お
け
る
諸
侯
王
の
入
朝
に
関
し
て
、
そ
の
制
度
的
な
あ
り
方
を
伝
え
る
の
は
、
『
史
記
』
梁
孝
王
世
家
に
附
さ
れ
た
楮
少
孫

の
補

遺
で
あ
る
。

又
諸
侯
王
朝
見
天
子
、
漢
法
凡
当
四
見
耳
。
始
到
、
入
小
見
。
到
正
月
朔
旦
、
奉
皮
薦
壁
玉
賀
正
月
、
法
見
。
後
三
日
、
為
王
置
酒
、

賜
金
銭
財
物
。
後
二
日
、
復
入
小
見
、
辞
去
。
凡
留
長
安
不
過
二
十
日
。
小
見
者
、
燕
見
於
禁
門
内
、
飲
於
省
中
、
非
士
人
所
得
入
也
。

・
(略
)
…
今
漢
之
儀
法
、
朝
見
賀
正
月
者
、
常

一
王
與
四
侯
倶
朝
見
、
十
鯨
歳

一
至
。

(『
史
記
』
梁
孝
王
世
家
附
楮
少
孫
補
遺
)

諸
侯
王
が
天
子
に
朝
見
す
る
場
合
、
漢
法
で
は
四
た
び
謁
見
す
る
。
到
着
し
て
ま
ず
小
見
を
行
う
。
正
月
元
日
に
は
、
宝
物
を
捧
げ
て

正
月
を
祝

い
法
見
す
る
。
そ
の
三
日
後
に
は
天
子
は
諸
侯
王
を
招
い
て
酒
宴
を
催
し
、
財
貨
財
物
を
賜
与
す
る
。
そ
の
二
日
後
に
諸
侯

王
は
ふ
た
た
び
小
見
し
、
暇
乞
い
を
し
て
長
安
を
去
る
。
お
お
よ
そ
長
安
に
滞
在
す
る
の
は
長
く
て
も
二
十
日
は
過
ぎ
な
い
。
小
見
と

は
禁
門
内
で
謁
見
し
て
省
内
で
酒
宴
を
開
き
、
士
人
は
こ
の
場
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
今
、
漢
の
儀
礼
で
は
、
入
朝
し
て
正

月
を
祝
う
場
合
は
、

つ
ね
に
諸
侯
王

一
人
と
四
人
の
列
侯
と
が
と
も
に
朝
見
し
、
十
余
年
に

一
度
し
か
入
朝
し
な

い
。

二

諸

侯

王

入

朝

制

度

に

つ

い

て

(1
)
漠
代
の
諸
侯
王
入
朝
制
度

持
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
漢
の
皇
帝
に
よ
る
中
央
集
権
的
支
配
が
強
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
郡
国
廟
の
持

つ
宗
室
に
対
す
る
機

能
は
薄
ま
り
、
皇
帝

の
全
国
支
配
を
象
徴
す
る

「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、

元
帝

の
時
に
、
礼
制
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
廃
止
さ
れ
、
郡
国
が
分
有
し
て
い
た
祖
先
祭
祀
権
は
皇
帝

の
も
と
に

一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。



漢

初

に

お

け

る

諸

侯

王

の
入

朝

事

例

に

つ

い
て

は

、
『
史

記

』
漢

興

以
来

諸

侯

王

年

表

(
以

下

「
年

表

」

と

略

す

)

に
記

録

さ

れ

て

い
る
。

「年

表

」

中

に

「
来

朝

」

と

あ

る

の

が

そ

れ

で
あ

る
。

「
年

表

」

に

は
、

高

祖

元

年

(前

二

〇

六

)

か

ら

武

帝

の

太

初

四

年

(前

一
〇

一
)

ま

で
記

事

が

あ

る

が

、

「年

表

」

以

外

に

も

史

書

の
本

文
中

に
時

折

、

諸

侯

王

の
来

朝

に
関

す

る

記
事

が

現

れ

て

い
る

場

合

も

あ

る
。

「年

表

」

に

記
さ

れ

て

い

る

入
朝

事

例

の
信

頼

性

で

あ

る

が

、

例

え

ば

文

帝

の
皇

子

で

梁

の
孝

王
劉

武

の
場

合

、

「
年

表

」

に

よ

れ

ば

、

梁

王
在

位

中

の
、

十

四

年

(前

一
六

五
)
、

十

八

年

(前

一
六

一
)
、

二
十

一
年

(前

一
五

八

)
、

二

十

四

年

(
前

一
五

五

)
、

二

十

五

年

(前

一
五

四
)
、

二
十

九

年

(前

一
五

〇

)
、

三

十

一
年

(
前

一
四

八

)
、

三

十

五

年

(前

一
四

四
)

の
欄

に

「
来

朝

」

と

記

さ

れ

て

い

る

が

、
『
史

(2
)
実
際
の
入
朝
事
例

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
侯
王
が
来
朝
し
た
際
に
は
、
合
計
四
回
皇
帝
に
謁
見
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
小
見
と
は
私
的
な
謁
見
で
あ
り
、

法
見
と
は
そ
れ
に
対
す
る
公
式
の
謁
見
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
儀
礼
を
行
う
た
め
に
、
諸
侯
王
は
元
旦
を
は
さ
ん
で
前
後
二
十
日
の
問
、
長

安
に
滞
在
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
正
月
の
来
朝

の
際
、
諸
侯
王

一
人
と
列
侯
四
人
が

一
緒
に
朝
見
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
諸
侯

王
は
お
よ
そ
十
年
に
一
回
の
べ
ー
ス
で
来
朝
す
る
決
ま
り
で
あ

っ
た
と
い
う
。
楮
少
孫
は
元
帝

・
成
帝
期
の
博
士
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
そ

の
時
期
の
入
朝
制
度
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
来
朝

の
べ
ー
ス
に

つ
い
て
は
楮
少
孫

の
説
と
は
異
な
る
内
容
を
示
す
史
料
も
あ
る
。

即
因
使
者
上
書
、
請
比
内
諸
侯
、
三
歳

一
朝
、
除
辺
関
。

(『
史
記
』
南
越
列
伝
)

(南
越
王
は
)
使
者
を
遣
わ
し
て
上
書
し
、
内
諸
侯
に
な
ぞ
ら
え
て
、
三
年
に

一
度
入
朝
し
、
辺
境
の
関
所
を
除
く
こ
と
を
請
う
た
。

こ
れ

は
、
武
帝

の
元
鼎
四
年

(前

一
二
五
)
に
、
南
越
王
が
漢
に
服
属
す
る
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
南
越
王
は

「内
諸
侯
」
す
な
わ
ち
漢
の

諸
侯

王
と
同
様
に
、
三
年
に

一
度
は
入
朝
す
る
と
言

っ
て
お
り
、
先
ほ
ど
の
楮
少
孫

の
説
く
入
朝
制
度
と
は

一
致
し
な

い
。
そ
れ
で
は
、
実

際
に
は
諸
侯
王
の
入
朝
が
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。



表1入 朝回数上位者

国名

梁

中山

長沙

趙

萬川

楚

済北

王名

孝王劉武

靖王劉勝

定王劉発

敬粛王劉彰祖

謙王劉志

安王劉道

武王劉胡

在位年

35

42

27

55

35

22

51

入朝回数

12

8

7

7

6

5

5

て
い
る
が
、
二
年
続
け
て
入
朝
し
て
い
る
例
は
そ
れ
以
外
に
も
幾

つ
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、

十
年
以
上
空
け
て
入
朝
し
て
い
る
例
や
、
江
都
王
劉
非
の
よ
う
に
二
十
八
年
も
の
在
位

の
間
に

一
度

も
入
朝
し
た
記
録

の
な
い
者
も
い
る
。
記
載
漏
れ
の
疑
い
は
拭
い
切
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
梁

孝
王
世
家
の
楮
少
孫
補
や
南
越
列
伝
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
規
則
性
は
、
実
際

の
入
朝
事
例
か
ら
看
取

さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た

「
一
王
四
侯
」
の
朝
見
と
い
っ
た
規
定
に
つ
い
て
も
、

実
際

の
入
朝

の
事
例
か
ら
は
確
認
で
き
な

い
。

こ
れ
ら
以
外
に
入
朝
回
数
な
ど
に

つ
い
て
着
目
し
て
み
る
と
、
入
朝
回
数

の
最
も
多

い
の
は
先
ほ

ど
紹
介
し
た
文
帝
皇
子
の
梁
孝
王
劉
武
で
あ
る
。
彼
は
三
十
五
年
の
在
位
期
間
中
に
十
二
回
入
朝
し

て
い
る
。
梁
王
劉
武
が
何
度
も
入
朝
し
て
い
た
の
は
、
景
帝
の
実
弟
で
あ
り
皇
太
后
で
あ
る
實
太
后

と
も
親

し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
劉
武
は
入
朝
し
た
ま
ま
長
安
に
留
ま
り
、
翌
年
に
も
朝
見

く
見
出
せ
な
い
。
先
に
挙
げ
た
史
料
に
も
梁
王
劉
武
が

「比
年
入
朝
」

つ
ま
り
二
年
続
け
て
入
朝
し

記

』

梁

孝

王
世

家

に

は

、

梁

王
十

四
年

入

朝
。

十

七

年

、

十

八
年

、

比

年

入

朝

留

、

其

明

年

、

乃

之

国
。

二

十

一
年

入

朝

。

廿

二
年

、

孝

文
帝

崩

。

二
十

四
年

入

朝

。

二
十

五
年

復

入

朝

。

梁

王

は

そ

の
十

四

年

に

入

朝

し
た

。

十

七
年

と

十

八

年

は

、

二
年

続

け

て

入

朝

し

て

留

ま

り

、

そ

の
翌

年

に
封

国

に

も

ど

っ
た

。

二
十

一
年

に

入
朝

し

た
。

二
十

二
年

に
孝

文
帝

が
崩

御

し

た

。

二
十

四

年

に

入
朝

し

、

二

十

五

年

に

再

度

入
朝

し

た
。

と

あ

っ
て

、

「
年

表

」

に

は
梁

孝

王

十

七

年

の
入

朝

は

記
述

を

欠

い

て

い
る

が

、

ほ
ぼ

世

家

の
記

述

と

符

合

し

て

い

る
。

こ

の

こ
と

か

ら

、

「
年

表

」

に

は

い
く

つ
か

の
欠

落

は
あ

っ
て

も

、

お

お

む

ね

正

確

に

入
朝

記
事

を
拾

っ
て

い
る

と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の
例

の
よ

う

に
本

文

中

の
記

述

で
補

え

る

と

こ
ろ

は

補

っ
た

う

え

で
、

あ

ら

た

め

て
太

初

年

間

ま

で

の
諸

侯

王

の
入

朝

に

つ
い

て
検

討

し

て

み

よ

う

。

ま

ず

、

諸

侯

王

の

入

朝

の
頻

度

を

見

て

み

る

と

、

先

ほ

ど

挙

げ

た

よ

う

な

「
十

余

歳

一
至

」
、

「
三

歳

一
朝

」

な

ど

の
規

則

性

は

ま

っ
た



光
、
苗
川
王
劉
志
ら
は
、
文
帝
期
以
前
に
封
建
さ
れ
た
諸
侯
王
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
挙
が

っ
て
い
な

い
が
、
呉
王
劉
潰
も
文
帝
初
期
ま
で
に

三
度

入
朝
し
て
い
る
。
劉
温
は
封
建
さ
れ
た
高
祖
十
二
年

(前

一
九
五
)
か
ら
、
在
位
十
九
年
目
の
文
帝
三
年

(前

一
七
七
)
ま
で
に
三
度

入
朝

し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
、
漢
の
朝
廷
と
の
い
ざ
こ
ざ
か
ら
入
朝
を
拒
否
し
て
い
る

。
十
九
年
で
三
度
と
い
う

の
は
比
較
的
に
多

い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
机
上

の
計
算
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
う
や
ら
、
漢
初
の
諸
侯
王
は
少
な
い
在
位
期
間

で
あ

り
な
が
ら
頻
繁
に
入
朝
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

一
つ
の
傾
向
と
し
て
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
梁
王
世
家

の
楮
少
孫

の
補
遺
が
、

「十
年
で

一
朝
」
と
い

う
規
定
を
記
し
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
規
定
が
あ
り
な

が
ら
、
頻
繁
に
入
朝
す

る
劉
武
を
難
じ
て
の
こ
と
だ

っ
た
。
以
下
、
入
朝
回
数
の
多

い
者
は
、
景
帝
皇
子

の
中
山
王
劉
勝
、
長
沙
王
劉
発
、
趙
王
劉
彰
祖
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

入
朝
回
数
の
多
い
諸
侯
王
は
、
景
帝

・
武
帝
期
の
諸
侯
王
に
多

い
。
た
だ
、
入
朝

回
数

の
多

い
諸
侯
王
は
そ
れ
な
り
に
在
位
年
数
も
長
く
、
あ
る
意
味
で
は
入
朝
回

数
が
多
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
在
位
年
数
を
入
朝
回
数
で
割

っ
た
入
朝
回
数
の
頻
度
を
見
て
み
よ
う
。

入
朝
頻
度

の
高
い
の
は
、
や
は
り
梁
王
劉
武
で
あ
る
が
、

そ
れ
に

つ
い
で
異
姓
諸

侯
王
で
あ
る
梁
王
彰
越
が
位
置
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
同
じ
く
異
姓
の
准
南

王
英
布
も
、
七
年
で
二
度
入
朝
し
て
お
り
、
こ
れ
も
上
位

に
位
置
し
て
い
る
。
ま

た
そ
の
他

の
者
を
見
て
も
、
高
祖
期
を
は
じ
め
と
し
て
、
最
初
期
の
諸
侯
王
の
名

が
多
く
挙
が
っ
て
い
る
。
い
ま
挙
げ
た
梁
王
彰
越
と
准
南

王
英
布
の
異
姓
諸
侯
王

以
外
に
は
、
斉
王
劉
肥
、
楚
王
劉
交
、
准
南
王
劉
長
が
高
祖
の
と
き
に
封
建
さ
れ

た
諸
侯
王
で
あ
る
。
ま
た
、
楚
王
劉
礼
、
燕
王
劉
沢
、
梁
王
劉
揖
、
済
南
王
劉
辟

表2入 朝頻度上位者

国名

梁

梁

楚

斉

准南

長沙

燕

楚

梁

中山

済南

楚

准南

笛川

王名

孝王劉武

彰越

文王劉礼

悼恵1E劉肥

英布

定王劉発

敬王劉沢

安王劉道

懐王劉揖

靖王劉勝

劉辟光

元王劉交

属王劉長

宣恣王劉志

時期

文・景

高

景・武

高・恵

高

景・武

呂・文

武

文

景 ・武

文

高～文

高～文

文・景

在位年

35

6

3

13

7

27

4

22

10

42

11

23

23

35

入朝回数

12

2

1

1

2

7

1

5

2

8

2

4

4

6

頻度

2.92

3.00

3.00

3.25

3.50

3.86

4.00

4.40

5.00

5.25

5.50

5.75

5,75

5.83



以
上
の
よ
う
に
、
漢
初
に
お
け
る
諸
侯
王
入
朝
の
制
度
的
な
詳
細
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
次
に
諸
侯
王
が
入
朝
す

る
こ
と
に
い
か
な
る
意

味
が
あ

っ
た
の
か
、
言
い
か
え
れ
ば
、
諸
侯
王
入
朝
制
度
の
も

つ
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
諸
侯
を
入
朝
さ
せ
る
こ
と
は
、

漢
以
前
の
秦
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
次
の
事
例
で
あ
る
。

五
十
三
年
、
天
下
来
賓
。
魏
後
。
秦
使
膠
伐
魏
、
取
呉
城
。
韓
王
入
朝
。
魏
委
国
聴
令
。

(『
史
記
』
秦
本
紀
)

昭
裏
王
の
五
十
三
年

(前
二
五
四
)、
天
下
の
諸
侯
が
や

っ
て
来
て
服
従
し
た
。
魏
は
遅
れ
、
秦
は
謬
に
命
じ
て
魏
を
討
伐
さ
せ
呉
城

を
取

っ
た
。
韓
王
が
入
朝
し
た
。
魏
は
国
を
あ
げ
て
秦
に
委
ね
そ
の
命
令
に
服
し
た
。

十
年
…
…
斉
趙
来
置
酒
。

(『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
)

秦
王
政
の
十
年

(前
二
三
七
)
、
斉
と
趙
が
や

っ
て
来
て
酒
宴
を
催
し
た
。

秦
が
ま
だ
天
下
を
統

一
す
る
以
前
、
戦
国
七
国
の
中
で
秦

の
優
位
が
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
る
中
で
、
秦
は
諸
侯
を
入
朝
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ

は
諸
侯
に
対
し
て
秦

の
優
位
を
明
確
に
示
そ
う
と
す
る
意
味
が
あ

っ
た
。

つ
ま
り
諸
侯

の
入
朝
に
は
、
服
属

・
恭
順

の
意
を
示
す
機
能
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
れ
が
諸
侯
入
朝
の
本
来
の
意
味
で
あ
ろ
う
忌
。

こ
の
機
能
は
も
ち
ろ
ん
漢
代
に
も
意
識
さ
れ
て

お
り
、
呉
王
劉
溝
が
太
子
殴
殺
事
件
以
来
、
漢

へ
の
入
朝
を
や
め
た
こ
と
に
対
し
て

「藩
臣
の
礼
を
失
す
」
(『
漢
書
』
荊
燕
呉
伝
)
と
さ

(
3
)
諸
侯
王
入
朝
の
機
能

以
上
、
太
初
年
間
ま
で
の
入
朝
記
録
か
ら
漢
初
の
諸
侯
王
入
朝
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
制
度
と
し
て
の
具
体
的

な
内
容
、
す
な
わ
ち
南
越
王
や
楮
少
孫
な
ど
の
説
く
入
朝
の
制
度
的
な
実
施
状
況
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
先
に
み
た
よ
う

な
規
定
が
あ
り
な
が
ら
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
し
た
規
定
自
体
が
武
帝
期
の
中
ご
ろ
以
降
に
な

っ
て
整
備
さ

れ
て
き
た
の
か
、
い
ず
れ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
史
料
は
残
念
な
が
ら
見
ら
れ
ず
、
現
段
階
で
は
不

明
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
。



れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、

一
国
の
統
治
者
で
あ
る
諸
侯
自
ら
が
、
相
手
国
に
赴
く
と
い
う
こ
と
は
、
王

の
移
動
と
い
う
具
体
的
、
可
視
的
な
行
為
を
伴
う
が
故
に
、
服
属
を
示
す
手
段
と
し
て
は
非
常
に
効
果
的
な

「セ
レ
モ
ニ
ー
」
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。
漢
代
の
諸
侯
王
入
朝
も
、
直
接
的
に
は
戦
国
末
期
に
行
わ
れ
て
い
た
諸
侯
の
入
朝
を
前
例
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か

ら
、

そ
こ
に
漢
朝
の

「藩
臣
」
と
し
て
の
恭
順
の
意
を
表
す
意
味
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
当
然
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
漢
代
の
入
朝
に
は
単
に
諸
侯
王
が
皇
帝
に
恭
順
の
意
を
表
す
だ
け
で
は
な
い
、
そ
の
ほ
か
の
機
能
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ

は
漢
代
に
お
け
る
最
初
の
諸
侯
王
入
朝
の
と
き
か
ら
も
窺
え
る
。

九
年
冬
十
月
、
准
南

王
、
梁
王
、
趙
王
、
楚
王
朝
未
央
宮
、
置
酒
前
殿
。
上
奉
玉
危
為
太
上
皇
寿
、
日

「始
大

人
常
以
臣
亡
頼
、
不
能

治
産
業
、
不
如
仲
力
.、
今
某
之
業
所
就
敦
予
仲
多
」
殿
上
群
臣
皆
称
万
歳
、
大
笑
為
楽
。

(『漢
書
』
高
帝
紀
下
)

高
祖
九
年

(前

一
九
八
)
十
月
に
、
准
南
王
、
梁
王
、
趙
王
、
楚
王
が
未
央
宮
に
入
朝
し
、
前
殿
で
酒
宴
を
催
し
た
。
高
祖
は
玉
杯
を

捧
げ
て
太
上
皇
の
長
寿
を
祝
い

「は
じ
め
父
上
は
常
に
私
の
こ
と
を
頼
り
な
い
と
し
、
生
業
を
立
て
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
仲
兄
に

お
よ
ば
な
い
と
お
っ
し
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、
私
が
な
し
た
こ
と
と
仲
兄
と
で
は
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
お
り
ま
し
ょ
う
や
。
」
と
言

っ
た
。
殿
上

の
群
臣
は
み
な
万
歳
を
唱
え
、
大
い
に
笑
い
楽
し
ん
だ
。

諸
侯
王
の
入
朝

の
際
に
は
公
的
な
謁
見
の
他
に
、
私
的
な
宴
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
て
お
い
た
が
、
漢
代
最
初
の
朝
見
の

時
に
も
す
で
に
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
..
こ
の
時
、
高
祖
と
太
上
皇
を
中
心
と
し
て
、
准
南
王
英
布
、
梁
王
彰
越
、
趙
王
張
敷
、
楚
王
劉
交

が
参
加
し
て
酒
が
酌
み
交
わ
さ
れ
、
そ
の
場
は
高
祖
と
太
上
皇
と
の
や
り
取
り
で
大

い
に
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。
そ

の
様
子
か
ら
は
、
と
て

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
酒
宴
が
行
わ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
入
朝
と
い
う
行
為
自
体
に
は
、
先
述

の
よ
う
に
、
諸
侯
王
の
漢

朝

へ
の
恭
順
を
示
す
意
味
も
あ

っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
宴
会
を
通
じ
て
、
天
下
を
分
か

っ
て
統
治
す
る
諸
侯
王
同
士
が
そ
の
結
束

を
改
め
て
強
く
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
。
翌
高
祖
十
年

(前

一
九
七
)
の
十
月
歳
首

に
も
准
南
王
英
布
、
梁

王
彰
越
、
燕
王
盧
縮
、
長
沙
王
呉
臣
、
荊
王
劉
費
、
楚
王
劉
交
、
斉
王
劉
肥
が
来
朝
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
も
恐
ら

く
こ
う
し
た
宴
会
が
催

さ
れ
た
に
違
い
な

い
。



同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
恵
帝
二
年

(前

一
九
三
)
の
楚
王
劉
交
と
斉
王
劉
肥
の
入
朝
の
際
に
も
見
て
取
れ
る
。

二
年
、
楚
元
王
斉
悼
恵
王
皆
来
朝
。
十
月
、
孝
恵
与
斉
王
燕
飲
太
后
前
。
孝
恵
以
為
斉
王
兄
、
置
上
坐
、
如
家
人
之
礼
。

(『
史
記
』
呂
后
本
紀
)

恵
帝
二
年

(前

一
九
三
)
、
楚
元
王
と
斉
悼
恵
王
が
入
朝
し
た
。
十
月
に
恵
帝
と
斉
王
は
呂
后
の
前
で
宴
会
を
開

い
た
。
恵
帝
は
斉
王

に
兄
事
し
上
座
に
置
き
家
人
の
礼
に
な
ら

っ
た
。

こ
こ
で
も
、
斉
王
劉
肥
と
恵
帝
の
兄
弟
が
、
母
で
あ
る
呂
太
后
と
と
も
に
宴
会
を
催
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
劉
氏
だ
け
で
、
し
か
も
兄

弟
同
士
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
恵
帝
は
年
長
の
斉
王
劉
肥
に
兄
事
す
る
な
ど
、
家
族
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
宴
会

が
行
わ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
こ
の
時
は
、
恵
帝
が
斉
王
に
兄
事
し
て
い
る
様
子
を
見
た
呂
后
が
激
怒
し
、
斉
王
が
領
土
の

一
部
を
呂
后
の
娘
で
あ
る
魯
元
公
主
の

湯
沐

邑
と
し
て
差
し
出
す
と
い
う
事
態
に
至

っ
て
い
る
が

、
結
果
は
ど
う
あ
れ
入
朝
の
際
に
皇
帝
と
劉
氏
諸
侯
王
が
、
家
族
的
な
雰
囲
気

で
親

交
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
聾
。

こ

の
よ
う
な
機
能
は
、
時
代
が
下
り
、
諸
侯
王
が
統
治
権
を
持
た
な
く
な
り
、
皇
帝
に
よ
る

一
元
的
支
配
が
完
成

し
た
と
さ
れ
る
武
帝
の

時
に
も
見
ら
れ
る
。

建
元
三
年
、
代
王
登
、
長
沙
王
発
、
中
山
王
勝
、
済
川
王
明
来
朝
、
天
子
置
酒
、
勝
聞
楽
声
而
泣
。
問
其
故
、
勝

対
日

「…
…

(略
)
」

武
帝
建
元
三
年

(前

一
三
八
)、
代
王
登
と
長
沙
王
発
、
中
山
王
勝
、
済
川
王
明
が
入
朝
し
、
天
子
は
酒
宴
を
催
し
た
。
中
山
王
勝
は

楽

の
音
色
を
聴
い
て
泣
い
た
。
武
帝
が
そ
の
訳
を
問
う
と
、
勝
は
答
え
て
次
の
よ
う
に
い
っ
た
。
「…
…

(略
)
」

武
帝

の
建
元
三
年

(前
一
三

八
)
に
、
四
王
が
来
朝
し
た
。
こ
の
時
入
朝
し
た
長
沙
王
劉
発
と
中
山
王
劉
勝
は
武
帝

の
兄
弟
で
あ
り
、
代

王
劉

登
と
済
川
王
劉
明
は
武
帝
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
こ
の
時
も
武
帝
は
四
王
と
と
も
に
酒
宴
を
催
し
て
い
る
が
、

そ
の
時
、
中
山
王
劉
勝

が
楽
声
を
聞
い
て
泣
き
出
し
た
。
劉
勝
は
呉
楚
七
国
の
乱
以
降
、
宗
室

へ
の
風
当
た
り
が
強
く
、
わ
ず
か
な
疵
を

つ
か
れ
て
罪
に
既
め
ら
れ

て
い
る
状
況
を
嘆
い
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
涙
し
た
の
で
あ
る
。
武
帝
に
涙
の
理
由
を
問
わ
れ
た
こ
の
後
、
劉
勝

は
そ
の
思
い
を
切
々
と

語
り
、
そ
れ
を
聞

い
た
武
帝
は

「諸
侯
の
礼
を
厚
く
し
、
有
司
の
奏
す
る
所
の
諸
侯

の
事
を
省
き
、
親
親
の
恩
を
加

」
(同
上
)
え
る
こ
と



こ
こ
ま
で
漢
初
に
お
け
る
郡
国
廟
と
諸
侯
王
の
入
朝
の
制
度
的
な
側
面
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
制
度
的
な
実
態

や
詳
細
は
不
明
な
点
が
多
か

っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
郡
国
廟
や
諸
侯
王
入
朝
の
制
度
の
実
態
か
ら
は
少
し
離
れ
、
こ
れ
ら
の
制
度

の
歴

史
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
二
つ
の
制
度
の
機
能
と
特
徴
に

つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

三

郡

国

廟

・

入

朝

制

度

の

歴

史

的

位

置

づ

け

に
し
て
い
る
。
『
漢
書
』

は
こ
の
話
の
後
に
、
推
恩

の
令
に
よ

っ
て
諸
侯
王
の
地
が
さ
ら
に
小
さ
く
割
か
れ
て
い
く

こ
と
を
記
し
、
こ
の
場

面
を
武
帝
の
し
た
た
か
か
行
政
手
腕
を
示
す
も
の
と
し
て
い
る
が
、
推
恩
の
令
が
行
わ
れ
た
の
は
こ
れ
か
ら
十

一
年
後
の
元
朔
二
年

(前

一

二
七
)
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
話
と
直
接
結
び

つ
け
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
か
ら
読
み
取
る
べ
き
は
、
中
山
王
劉
勝
が
宗

室

の
扱

い
に

つ
い
て
皇
帝
に
意
見
す
る
場
と
し
て
入
朝
の
際
の
酒
宴
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
意
見
が
武
帝
に
聞
き
入

れ
ら

れ
た
の
も
、
こ
の
入
朝

・
置
酒
の
場
が
皇
帝
と
宗
室
と
の
親
交
を
深
め
る
た
め
の
場
で
あ
り
、
そ
の
家
族
的
な

雰
囲
気
が
、
こ
う
し
た

や
り
取
り
を
成
立
さ
せ
弄
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
諸
侯
平
の
入
朝
の
際
に
は
皇
帝
を
交
え
た
宗
室
同
士
で
私
的
な
酒
宴
が
催
さ
れ
、
そ
こ
で
は

一
族

と
し
て
非
常
に
親
し
い

付
き
合

い
が
な
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
諸
侯
王
の
入
朝
に
は
皇
帝
に
対
す
る
服
属
恭
順
の
意
を
示
す
意
図
も
あ

っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の

一
方
で
、
入
朝
の
際
に
設
け
ら
れ
る
私
的
な
酒
宴
を
と
お
し
て
劉
氏

一
族
と
し
て
の
絆
を
深
め
る
と
い
う
意
味
も
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
頻
繁
に
漢
に
入
朝
し
て
い
た
の
は
、
漢
初
期
の
諸
侯
王
で
あ

っ
た
が
、
漢
初
の
諸
侯
王
は
天
下
を
分
割
し

て
統
治
す
る
統
治
分
担
者
で
あ
り
、
漢
に
よ
る
天
下
の
支
配
に
は
彼
ら
の
結
束
が
不
可
欠
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
入
朝
す
る
た
び
に
、
皇
帝
と

親
密
な
会
合
を
も

つ
こ
と
で
、
統
治
分
担
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
再
確
認
し
、
劉
氏

一
族
で
あ
れ
ば
そ
の
血
縁
的
紐
帯
を
新
た
に
し
て
い
た

の
で
あ
る
。



先

述

の
と

お

り

、

諸

侯

の

入
朝

は
統

]
以

前

の
秦

に
も

見

ら

れ

た

が

、

そ

れ

以

前

の
春

秋

時

代

に

も

諸

侯

に

よ

る

「朝

」

が

行

わ

れ

て

い

た
。

『
左

伝

』

に

は

朝

聰

に

関

す

る

記
事

が

散

見

さ

れ

、

春

秋

時

代

に

は

、

家

臣

を

使

者

に

立

て

て

行

う

「
聰

」

に

対

し

、

諸

侯

自

ら

が

行

う

外

交

を

「
朝

」

と

い

っ
た

。

「朝

」

に

は

、

周

王

と

諸

侯

と

の

間

で

行

わ

れ

る
朝

見

も

あ

る

が
、

そ

れ

ら

の
多

く

は

諸

侯

問

の
外

交

に

見

ら

れ

る

も

の

で
あ

る
。

『
左

伝

』

文

公

十

五
年

に

は

、

諸

侯

五

年

再

相

朝

以

修

王
命

、
古

之

制

也

。

諸

侯

は

五

年

に

二
度

、

お

互

い
に

朝

見

し
あ

い
周

王

の
命

を

温

め

る

が

、

そ

れ

が

い

に

し

え

の

制
度

で

あ

る

。

と

あ

り

、

こ

こ
で

は

諸

侯

同

士

が

お

互

い
に

朝

見

す

る

こ
と

が

「古

制

」
と

さ

れ

て

い
る
。

こ

う

し

た

例

か

ら

み

る

と

、
春

秋

以
前

の

「朝

」

に

は

、

単

に

諸

侯

自

身

が

直

接

行

う

外

交

と

い
う

意

味

し

か

な

か

っ
た

よ

う

で
あ

る
。

そ

こ

に

は

諸

侯

か

ら

天

子

の
も

と

へ
と

い
う
方

向

性

は

、

さ

ほ

ど

重

視

さ

れ

て

い
な

い
よ

う

に

思

わ

れ

る
。

こ
う

し

た

状

況

が

、

戦

国

以

降

に

な

る
と

少

し
ず

つ
変

化

し

て

い
く

。

戦

国

か

ら
漢

初

に

か

け

て

成

立

し
た

書

物

の
中

に

も
、

諸

侯

の
入

朝

に

つ
い

て

の
記

述

が

し
ば

し

ば

見

ら

れ

る
が

、

そ

こ

で

は

天

子

の
巡

狩

と

結

び

つ
く
形

で

、

諸

侯

の
入

朝

が

語

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

の

で

あ

る

.、
た

と

え

ば

『
尚

書

』

舜

典

に

は
、

天

子

が

五

年

に

一
度

巡

狩

す

る

の

に
対

し
、

四
年

に

一
度

は

諸

侯

の

ほ
う

か
ら

入
朝

す

る

と
述

べ

ら

れ

て

い

る
..

五

載

一
巡
守

、
群

后

四

朝

.、

(
天

子

は

)

五

年

に

一
回

巡

狩

し

、

諸

侯

は

四

年

に

一
回

入
朝

す

る
。

同

様

に
、

漢

初

に
成

立

し

た

と

さ

れ

る

『
礼

記

』

王

制

篇

に

も

、

諸

侯

之
於

天

子

也

、

比

年

一
小
聰

、

三

年

一
大

聰

、

五

年

一
朝

。

天

子

五
年

一
巡
守

。

諸

侯

は

天

子

に

対

し

て
、

二
年

に

一
回

は

小

聰

し

、

三

年

に

一
回

は
大

聰

し

、

五

年

に

一
回

は

入

朝

す

る
。

天

子

は

五

年

に

一
回

は
巡

守

を

す

る
。

と

あ

り

、

『
尚

書

』

舜

典

と

は

規

則

性

に

ず

れ

が

あ

る

が

、

や

は

り

定

期

的

な

天

子

の

巡

狩

と

諸

侯

の

入
朝

と

が

記

さ

れ

て

い
る
。

さ

ら

に



戦
国
中
期
に
成
立
の

『
孟
子
』
梁
恵
王
章
句
下
に
も
章
、
嬰
子
の
言
と
し
て
、
天
子
の
巡
狩
と
諸
侯
の
入
朝
と
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

天
子
適
諸
侯
日
巡
狩
。
巡
狩
者
巡
所
守
也
。
諸
侯
朝
於
天
子
日
述
職
。
述
職
者
述
所
職
也
。

天
子
が
諸
侯
の
領
地
に
赴
く
こ
と
を
巡
狩
と
い
う
の
で
あ
る
。
巡
狩
と
は
守
る
所
を
巡
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
諸
侯
が
天
子
に
朝
見

す
る
こ
と
を
述
職
と

い
う
の
で
あ
る
。
述
職
と
は
担
当
し
て
い
る
職
務
内
容
に

つ
い
て
報
告
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
諸
侯
の
入
朝
が
天
子
に
対
す
る
職
務
報
告
で
あ
る
と
い
い
、
諸
侯
に
よ
る
定
期
的
な
入
朝
が
、
な
か
ば
義
務
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て

い
る
。
そ
の
証
拠
に
同
じ
く

『
孟
子
』
の
告
子
下
に
は
、

一
不
朝
則
疑
其
爵
、
再
不
朝
則
削
其
地
、
三
不
朝
則
六
師
移
之
。

一
回
入
朝
し
な
け
れ
ば
そ
の
爵
位
を
お
と
し
、
さ
ら
に
入
朝
し
な
け
れ
ば
そ
の
領
地
を
削
り
、
三
回
入
朝
し
な
け
れ
ば
軍
隊
を
差
し
向

け
る
の
で
あ
る
。

と
あ

っ
て
、
入
朝
義
務
を
怠

っ
た
諸
侯
に
対
し
て
は
懲
罰
が
加
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
軍
事
行
動
に
ま
で
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

戦
国
時
代
以
降
に
な
る
と
、
天
子
の
行
う
巡
狩
と
諸
侯
に
よ
る
入
朝
と
が
セ

ッ
ト
と
な

っ
て
天
下
の
支
配
秩
序
を
実
践
す
る
制
度
と
し
て
語

ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
諸
侯
の
入
朝
は
、
天
子
に
与
え
ら
れ
た
封
地
の
状
況
報
告
と
自
ら

の
恭
順
の
意
を
示
す
義
務
行
為
と
し
て

言
説
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
国
時
代
の
中
ご
ろ
よ
り
、
周
王
朝
に
よ
る
秩
序
に
替
わ
る
新
た
な
支
配
秩
序
が
模
索
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
中

で
新
た
な
領
域
観
念
と

し
て

「天
下
」
が
登
場
し
た
(墨
。
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
戦
国
の
各
国
で
は
、
百
官
や
軍
隊
を
従
え
巨
大
な
国
都
を
中
心
と
し
た
中
央

集
権
的
な
支
配
体
制
を
整
備
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
君
主
中
心
の
集
権
体
制
が
整
備
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
国
都
を
中
心
と
し
た
中
央
行
政

機
構
も
肥
大
化
し
て
い
き
、
以
前
の
よ
う
に
君
主
が
頻
繁
に
都
を
あ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な

っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ

り
な
が
ら
も
、
聖
王
に
よ
る
巡
狩
と
そ
れ
に
対
す
る
諸
侯

の
入
朝
は
、
あ
る
べ
き
新
し
い
秩
序

の

一
つ
と
し
て
言
説
化
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。

松
井
嘉
徳
氏
に
よ
れ
ば
、
古
代
聖
王
に
よ
る
定
期
的
な
巡
狩
は
、
股
周
の
王
が
支
配
領
域
た
る

「四
方
」
に
対
し
て
行

っ
て
い
た
田
猟
や
遙

省
と

い
っ
た
行
為

の
記
憶
と
、
戦
国
期
の
中
央
志
向
の
支
配
者
イ
メ
ー
ジ
と
の
せ
め
ぎ
あ

い
の
中
か
ら
言
説
化
さ
れ

て
い
っ
た
と
い
う

。



こ
の
言
説
化
さ
れ
た
古
制
と
し
て
の
巡
狩
、
入
朝
を

一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
漢
代

の
郡
国
廟
と
入
朝
制
度
を
見
て
み
る
と
、

こ
の
二
つ
の
制
度
が
そ
う
し
た
言
説
化
さ
れ
た
古
制
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
諸
侯
の
入
朝
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
制
と
し
て
の
入
朝
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
戦
国
秦
に
対
し
て
行
わ
れ

た
諸
侯
の
入
朝
は
、
あ
き
ら
か
に
秦
に
対
す
る
服
属
の
意
を
示
す
行
為
で
あ

っ
た
。
戦
国
末
期
の
こ
う
し
た
現
実
が
、
古
制
と
し
て
の
入
朝

制
度

の
言
説
化
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
漢
代
の
諸
侯
王
入
朝
に
関
し
て
い
え
ば
、
南
越
王
や
楮

少
孫

の
述
べ
る
定
期
的
な
入
朝
制
度
は
、
ま
さ
し
く

『
尚
書
』
や

『
礼
記
』
王
制
の
記
載
通
り
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
は
皇

帝
と
諸
侯
王
と
が
存
在
す
る
漢
代
郡
国
制
の
状
況
を
踏
ま
え
、
改
め
て
天
子
に
対
す
る
定
期
的
な
服
属
儀
礼
と
し
て
、
入
朝
制
度
を
整
備
し

た
も

の
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
入
朝
制
度
の
歴
史
的
な
展
開
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
戦
国
末
期

の
秦

の
優
位
か
ら
周
代
の
諸
侯

の
入
朝
が
服
属
儀
礼
と
し
て
言
説
化
さ
れ
、
そ
の
後
、
秦
を
受
け
た
漢
帝
国
に
お
い
て
も
、
改
め
て
古
制
と
し
て
の
入
朝
制
度
を
継
承
し
、

し
だ

い
に
定
期
的
な
入
朝
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
た
、
と
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
代
入
朝
制
度

の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
皇
帝
に
対
し
て
諸
侯
王
が
服
属
と
恭
順
を
示
す

一
種

の
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
の
行

為
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
実
態
を
見
て
み
る
と
、
漢
初
に
お
い
て
は
定
期
的
な
入
朝
が
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

か
わ
り
に
、
こ
の
時
期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、
入
朝
の
際
に
行
わ
れ
た
皇
帝
と
諸
侯
王
と
の
私
的

な
謁
見

・
宴
会
で
あ

っ

た
。

こ
の
入
朝
の
際
の
私
的
な
宴

の
場
で
は
、
皇
帝
と
諸
侯
王
と
が
、
親
子

・
兄
弟
と
し
て
の
関
係
に
戻
り
、
あ
ら
た
め
て

一
族
と
し
て
の

絆
を
確
か
め
合

っ
て
い
た
。
漢
初
の
郡
国
制
は
、
宗
室

一
族
を
諸
侯
王
と
し
て
封
建
し
、
血
縁
的
紐
帯
に
よ
っ
て
諸
侯
王
国
の
離
反
の
危
険

性
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
血
縁
的
紐
帯
を
確
認
す
る
場
と
し
て
、
入
朝
の
際

の
私
的
な
宴
席
が
重
要
な
意
味
を

持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
侯
王
が
王
国
の
統
治
権
を
失

っ
た
武
帝
期
に
も
、
入
朝
の
際
に
武
帝
と
そ
の
兄
弟
が
私
的
な
宴
席
を
開
き
、

兄
弟

の
親
交
を
深
め
る
事
例
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
事
例
を
最
後
に
そ
う
し
た
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
こ
ろ
よ
り
、

皇
帝

専
制
支
配
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
側
面
で
の
整
備
が
進
み
、
入
朝
に
関
す
る
制
度
も
徐

々
に
整
備
さ
れ
、
皇
帝
支
配
を
演
出
す
る
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
の
入
朝
制
度
が
確
立
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。



「
方
の
郡
国
廟
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
的
系
譜
を
示
す
直
接
的
な
史
料
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
入
朝
と
セ
ッ
ト

で
あ

っ
た
巡
狩
と
の
関

わ
り
を
指
摘
し
て
み
た
い
、

巡
狩
と
は
、
天
子
が
天
下
を
め
ぐ
り
、
各
地
で
山
川
等
の
祭
祀
を
執
り
行
い
、
諸
侯
の
領
域
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
天
下
の
統
治
に
実
効

性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
先
述

の
よ
う
に
、
戦
国
以
来
の
国
制
の
中
央
集
権
化
と
と
も
に
、
君
主

の
天
下
巡
狩
は
困
難
に
な

っ
て

い
く
。
は
じ
め
て
天
下
を
統

一
し
た
始
皇
帝
は
、
言
説
化
さ
れ
た
古
制
に
の
っ
と
り
度
重
な
る
巡
狩
を
強
行
し
た
結

果
、
そ
の
途
上
に
て
崩

御
し
た

。
皇
帝
が
天
下
の
領
域
を
巡
る
こ
と
は
、
は
じ
め
て
天
下
領
域
を
統

一
し
た
秦
帝
国
の
成
立
時
点
で
は
さ
ほ
ど
に
困
難
に
な

っ
て

い
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
秦
を
受
け
継
い
で
成
立
し
た
漢
帝
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

武
帝
が
大
々
的
に
行
う

ま
で
、
天
子
の
お
こ
な
う
儀
礼
と
し
て
の
巡
狩
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
専
制
国
家
と
し
て
成
熟
途
上
に
あ

っ
た
漢
帝
国
の
現
状
が
、
皇

帝
の
大
規
模
な
巡
狩
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。

戦
国
か
ら
統

一
秦
ま
で
の
巡
狩
の
役
割
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
郡
国
廟
の
も

つ
皇
帝
の
天
下
支
配
を
象
徴
す
る

「モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
の
機
能
は
、
言
説
化
さ
れ
た
巡
狩
の
機
能
を
代
替
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
で
に
天
下
を
経

巡
る
こ
と
の
困
難
で
あ

っ
た
状
況
下
で
、
天
下
の
各
地
に
劉
氏
の
宗
廟
を
置
き
、
皇
帝
の
分
身
た
る
諸
侯
王
や
在
地

の
官
吏
た
ち
に
宗
廟
の

祭
祀
を
行
わ
せ
た
の
に
は
、
天
子
自
身
が
天
下
を
経
巡
り
当
地
で
祭
祀
を
行

っ
た
巡
狩
と
同
様
の
効
果
を
狙

っ
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

前
漢

で
唯

一
巡
狩
を
行

っ
た
武
帝
の
郡
国
廟
が
、
そ
の
巡
狩
の
行
程
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
推
測
が
あ
な
が
ち
誤
り

で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
郡
国
廟
は
歴
史
的
に
は
始
皇
帝

の
巡
狩
や
、
天
下
統
治

の

「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と

し
て
置
か
れ
た
刻
石
と
同
じ
系
譜
に
属
す
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
郡
国
廟

の
天
下
支
配
の

「モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
の
働
き
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
設
置
当
初
は
、
さ
ほ
ど
意
識
さ
れ
な
か

っ
た
可

能
性
も
あ
る
。
先
に
確
認
し
て
い
た
よ
う
に
、
郡
国
廟
が
設
置
さ
れ
た
漢
初
に
は
そ
う
し
た
機
能
よ
り
も
む
し
ろ
、
劉
氏

一
族

の
宗
廟
が
も

つ
本
来
の
意
味
、
す
な
わ
ち

一
族
の
結
節
点
と
し
て
の
太
上
皇
や
高
祖
の
廟
を
諸
侯
王
国
に
置
く
こ
と
で

一
族
の
絆
を

つ
な
ぎ
と
め
る
、
と

い
う
意
味
合

い
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
入
朝
と
同
様
、
郡
国
制
に
よ
る
分
割
統
治
と
同
姓
諸
侯
王
の
存
在
と
い
う
漢



以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
漢
代
に
行
わ
れ
た
郡
国
廟
と
諸
侯
王
の
入
朝
制
度
は
、
歴
史
的
な
視
点
で
見
れ
ば
古
制
と
し
て
言
説
化
さ
れ

た
巡
狩

・
入
朝
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
の
二

つ
の
制
度
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
時
に
は
、
そ
う
し
た
意
識
は
希
薄

で
あ
り
、
む
し
ろ
皇
帝
と
諸
侯
王
と
の
血
縁
的
な
紐
帯
を
確
認
す
る
装
置
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
あ
ら
た
め
て
こ

の
二

つ
の
制
度
が
開
始
さ
れ
た
と
き
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

九
年
冬
十
月
、
准
南
王
、
梁
王
、
趙
王
、
楚
王
朝
未
央
宮
、
置
酒
前
殿
。
上
奉
玉
危
為
太
上
皇
寿
、
日

「始
大
人
常
以
臣
亡
頼
、
不
能

治
産
業
、
不
如
仲
力
。
今
某
之
業
所
就
敦
與
仲
多
」
。
殿
上
群
臣
皆
称
萬
歳
、
大
笑
為
楽
。

(『
漢
書
』
高
帝
紀
下
)

十
年
十
月
、
准
南
王
鯨
布
、
梁
王
彰
越
、
燕
王
盧
縮
、
荊
王
劉
賞
、
楚
王
劉
交
、
斉
王
劉
肥
、
長
沙
王
呉
丙
皆
来
朝
長
楽
宮
。
…
…
七

月
、
太
上
皇
崩
櫟
陽
宮
。
楚
王
、
梁
王
皆
来
送
葬
。

(『史
記
』
高
祖
本
紀
)

八
月
、
令
諸
侯
王
皆
立
太
上
皇
廟
干
国
都
。

(『漢
書
』
高
帝
紀
下
)

高
祖
九
年

(前

一
九
八
)
十
月
に
、
准
南
王
、
梁
王
、
趙
王
、
楚
王
が
未
央
宮
に
入
朝
し
、
前
殿
で
酒
宴
を
催

し
た
。
高
祖
は
玉
杯
を

捧
げ
て
太
上
皇
の
長
寿
を
祝
い

「は
じ
め
父
上
は
常
に
私
の
こ
と
を
頼
り
な
い
と
し
、
生
業
を
立
て
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
仲
兄
に

お
よ
ば
な

い
と
お

っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。
今
、
私
が
な
し
た
こ
と
と
仲
兄
と
で
は
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
お
り
ま
し
ょ
う
や
。
」
と
言

お

わ

り

に

初
独
特
の
事
情
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
漢
初
の
同
姓
諸
侯
王
封
建
に
よ
る
統
治
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
、
諸
侯
王

の
入
朝
と
セ

ッ
ト
と
し
て
郡
国
廟
が
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
あ
る
が
故
に
、
入
朝
制
度

の
変
化
と
同
様
に
、
皇
帝
支
配
体

制
が
確
立
し
て
い
く
に
従

っ
て
当
初

の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
い
き
、
や
が
て
皇
帝
支
配
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
武
帝
の
巡
狩
先
と
結
び
付

け
ら
れ
な
が
ら
天
下
全
土
に
置
か
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
礼
制
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
元
帝
期
に
廃
止
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
の
で
あ

る
。



っ
た
。
殿
上
の
群
臣
は
み
な
万
歳
を
唱
え
、
大
い
に
笑
い
楽
し
ん
だ
。
/
翌
年
十
月
、
准
南
王
の
鯨
布
、
梁
王
の
彰
越
、
燕
王
の
盧
縮
、

荊
王
の
劉
質
、
楚
王
の
劉
交
、
斉
王
の
劉
肥
、
長
沙
王
の
呉
茜
ら
が
長
楽
宮
に
来
朝
し
た
。
…
…
七
月
、
太
上
皇
は
櫟
陽
宮
で
亡
く
な

ら
れ
た
。
楚
王
や
梁
王
が
入
朝
し
て
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
/
八
月
、
す
べ
て
の
諸
侯
王
に
太
上
皇
の
廟
を
国
都
に
立
て
さ
せ
る
よ

う
命
じ
た
。

諸
侯
王
が
長
安
に
入
朝
し
て

一
同
に
会
し
、
太
上
皇
と
高
祖
を
中
心
に
、
親
し
く
宴
会
を
開
く
。
太
上
皇
の
死
に
は
息
子
で
あ
る
楚
王
劉

交
だ
け
で
な
く
異
姓
諸
侯
王
の
梁
王
彰
越
ま
で
、
葬
儀
に
駆
け

つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
葬
儀
か
ら
ひ
と
月
後
、
高
祖
は
太
上
皇
廟
を

諸
侯
王
の
国
都
に
置

い
た
。

こ
れ
が
漢
帝
国
の
創
立
間
も
な
い
こ
ろ
の
、
太
上
皇

⊥
局
祖
と
、
異
姓

・
同
姓
の
諸
侯

王
た
ち
と
の
関
係
だ

っ

た
。

こ
こ
で
は
、
太
上
皇
や
高
祖
を
結
節
点
と
し
て
、
皇
帝
と
諸
侯
王
、
宗
室
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
の
中
で
、

絆
を
新
た
に
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
諸
侯
王
の
入
朝
と
そ
の
と
き
の
宴
会
で
あ
り
、
そ
の
流
れ

の
中
で
郡
国
廟
が
は
じ

め
て
置
か
れ
た

の
で
あ
る
。

先
に
見
た
二
つ
の
制
度

の
も

つ
機
能
の
う
ち
、
漢
初
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
皇
帝
と
諸
侯
王
と
の
紐
帯
を
維
持
、
強
化
す
る

も
の
だ

っ
た
。
漢
帝
国
の
草
創
期
に
開
始
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
言
説
化
さ
れ
た
古
制
の
実
践
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

皇
帝
と
諸
侯
王
と

の
血
縁
的
紐
帯
と
い
う
要
素
を
盛
り
込
み
成
立
し
た
も
の
が
、
漢
初
に
お
け
る
郡
国
廟
と
諸
侯
王
入
朝
制
度
だ

っ
た
の
で

あ
る
。
天
下
支
配
に
必
要
な
装
置
と
し
て
、
当
時
言
説
化
さ
れ
て
い
た
制
度
を
実
行
に
移
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
皇
帝
と
諸
侯
王
、
宗

室
劉
氏
の
絆
と

い
う
要
素
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
こ
そ
、
漢
初
の
郡
国
廟
と
入
朝
の
大
き
な
特
徴
だ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
こ
と
は
、
諸
侯
王
と
し
て
帝
国
の
分
割
統
治
の

一
部
を
担

っ
て
い
た
宗
室
劉
氏
が
、
漢
初
の
統
治
体
制

の
中
で
重
要
な
役
割
を

果
た

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
諸
侯
王
の
存
在
は
、
皇
帝
権
力
に
対
峙
す
る
政
治
権
力
と

し
て
の
側
面
が
重
視
さ

れ
て
き
た
が
、
あ
ら
た
め
て
皇
帝
の
父
系
分
族

・
宗
室
と
し
て
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
以
て
爾
後

の
課
題
と

し
た

い
。



(
1
)

李
開

元

『
漢
帝

国

の
成
立
と
劉
邦
集

団
』

(汲
古
書
院
、

二
〇
〇

〇
)
。

(
2
)

拙
稿

「
郡
国
制

の
再
検
討
」

(『
日
本
秦

漢
史

学
会
会
報
』
第
六
号

、
二
〇
〇
五
)
。

(
3
)

守
屋
美
都
雄

「前
漢

の
郡
国
廟

に
就

い
て
」

(『
地
理
歴
史
研
究
』
第

一
五
巻

第
四
号
、

一
九

三
八
)、

板
野
長
八

「前
漢
末

に
お
け
る
宗
廟

・
郊
祀

の

改
革
運
動
」

(『
中

国
古
代
に
お
け

る
人
間
観

の
展
開
』
所
収
、
岩
波
書

店
、

一
九
七
二
)
、
金
子
修

一

「中
国
-
郊

祀
と
宗
廟

と
明
堂
及
び
封
禅
」

(『
東

ア
ジ

ア
に
お
け

る
日
本
古
代
史

講
座
』
第
九
巻

所
収
、
学

生
社
、

一
九

八

二
)
、

保
科
季
子

「前

漢
後
半
期

に
お
け

る
儒
家

礼
制

の
受

容
-

漢
的
伝

統
と

の
対
立
と
皇
帝

観

の
変
貌
ー

」

(『
歴
史

と
方
法

三

方
法
と

し
て

の
丸
山
眞
男

』
所
収
、
青

木
書
店
、

一
九
九

八
)
、
鷲

尾
祐

子

「前
漢

祖
宗
廟

制
度

の
研
究

」

(『
立
命
館
文
学
』
第

五
七
七
号
、

二
〇
〇

二
)
。

(
4
)

守
屋
美
都
雄

「前
漢

の
郡
国
廟

に
就

い
て
」

(前
掲
)

で
は
、
高
祖

や
文
帝

の
行
幸
先
、
さ
ら

に
は
武
帝

の
行
幸
先
に

つ
い
て
も

詳
し
く
検
討
さ
れ

て

い
る
。

(
5
)

『
漢
書
』
武
帝
紀

「
(建
元
)
六
年
春

二
月
乙
未
、
遼
東
高
廟
災
。
」
。

か
す

(
6
)

『
史
記
』
呉

王
湯

列
伝
に
は
、
呉
楚
七

国

の
乱

の
際
に
、
反
乱
側
が

「宗
廟

を
焼
き
、
御
物
を
歯

め
」

た
と
あ
り
、
如
淳

は
、

こ
の
宗
廟

は
郡
県
に
あ

る
宗
廟

で
あ

る
、

と
解
釈
す
る
。
諸
侯

王
国
に
あ
る
宗
廟
や
そ

の
調
度
品

に
関
す
る
数
少
な

い
記
事

の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

(
7
)

守
屋
美
都
雄

「前

漢

の
郡
国
廟

に
就

い
て
」

(前

掲
)
。

(
8
)

板
野
長

八

「前
漢

末
に
お
け
る
宗
廟

・
郊

祀
の
改
革
運
動
」

(前
掲
)
。

(
9
)

鷲
尾
祐

子

「前
漢

祖
宗
廟
制
度

の
研
究

」

(前
掲

)
。

(
10
)

保
科
季

子

「前
漢

後
半
期
に
お
け
る
儒
家
礼

制

の
受
容
」

(前
掲
)
。

(
H
)

鷲
尾
氏
が
、
太

上
皇
廟

の
設
置

の
意
図

を
別

け
て
考

え
る

の
も
同
様

の
視
点

か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
12
)

皇
太

子

で
あ

っ
た
劉
啓

(後

の
景
帝

)
と
呉

の
太

子
と
が
博
を

し
て
争

い
に
な

り
、

誤

っ
て
皇
太

子
が
呉
太
子
を
殴
殺

し
て
し
ま
う
事
件
。

そ

の
屍

註



を
呉

に
送

っ
た
と

こ
ろ
、

劉
潰
は

「
天
下
が
す

べ
て
劉

氏

の
も

の
で
あ
る
な
ら
長
安

で
死
ね
ば
長
安

で
葬
れ
ば

よ

い
も

の
を
。
」
と
激
怒

し
、
そ
れ
以

来
、
劉
湯

は
病
と
称

し
て
入
朝

し
な
く
な

っ
た
。
事
態
を
重

く
見
た
文
帝
は
、
劉
湯

の
高

齢
な

の
を
理
由

に
入
朝
を
免
除
す

る
と

し
て
、
事
態

の
収
拾

を
は
か

っ
て

い
る
。
『
漢
書
』
荊
燕

呉
伝

参
照
。

(
13
)

戦
国
後
期

に
お
け
る
入
朝

に
関

し
て
は
、
大
櫛
敦

弘

「統

一
前
夜
-

戦
国
後
期

の

「
国
際
」
秩
序
-

」

(『
名
古
屋
大
学

東
洋
史
研
究
報
告
』

第

一
九

号
、

一
九
九
五
)
に
言
及
が
あ

る
。

(
14
)

『
史

記
』

呂
后
本
紀

「太
后
遭
恐
、
自

起
迂
孝
恵
危
。
斉

王
怪
之
、

因
不
敢
飲

、
詳
酔
去
。
問
、
知
其

酢
、
斉

王
恐
、
自
以
為

不
得

脱
長
安

、
憂
。
斉

内
史

士
説
王

日

「太
后
独
有

孝
恵
与
魯

元
公
主
。

今
王
有
七
十
鯨

城
、
而
公
主
遭
食
数
城
。

王
誠
以

一
郡
上
太

后
、
為
公
主
湯
沐
邑
、
太

后
必
喜
、
王

必
無
憂
。
」
於
是
斉

王
酒
上
城
陽
之

郡
、
尊

公
主
為
王
太
后
。
呂
后
喜
,

許
之
。

逼
置
酒
斉
邸
、
楽
飲
、

罷
、

帰
斉
王
。
」

(
15
)

『
漢
書
』
高
帝
紀

下
に
高
祖

六
年

(前

二
〇

一
)

の
こ
と
と

し
て
、

「上
櫟
陽

に
帰
り
、
五

日
ご
と

に

一
た
び
太
公

に
朝

す
。

太
公
家
令

、
太

公
に
説

き

て
曰
く

「天
に

二
日
亡
く
、
土

に
二
王
亡
し
。
皇
帝

は
子
た

る
と
錐
も
人
主
な

り
。
太

公
は
父
と
錐
も

人
臣
な

り
。
奈
何
ぞ
人
主

を
し
て
人
臣
を
拝

せ

し
め
ん
や
..
此
く

の
如

く
せ
ば
、
則
ち
威

重
行
な
わ
れ
ず
。
」

と
。
」
と
あ

っ
て
、

こ
の
時

に
も
、
皇
帝
と
宗
室

の
問
で

の
家
人

の
礼

が
問
題
と
な

っ

て
い
る
.、

(
16
)

春
秋
時
代

の
朝
聰
に

つ
い
て
は
、
小
林
伸

二

「春
秋
時
代

の
朝
聰
外
交
」

(『
国
士
舘
大
学
教
養
論
集
』
第

五
三
号
、
二
〇
〇
三
)
参
照
。

(
17
)

『
孟

子
』

の
資

料
的
価
値
に

つ
い
て
は
、
吉

本
道

雅

「孟
子
小
考
-
戦

国
中

期

の
国
家
と
社
会
1
」

(『
立

命
館
文
学
』
第
五

五

一
号
、

一
九
九
七
)
参

照
。

(
18
)

安
部
健
夫

「
中
国
人

の
天
下
観
念
-
政
治

思
想
史

的
試
論
1

」

(『
元
代
史

の
研
究
』
創

文
社
、

一
九
七

二
)
。

(
19
)

松
井
嘉
徳

「
経
巡
る
王
」

(『
古
代

王
権

の
誕
生
』

1
東

ア
ジ

ア
編
、
角

川
書
店

、
二
〇
〇
三
)
。

(
20
)

松
井
嘉
徳

「経

巡
る
王
」

(前
掲
)

で
は
、
始

皇
帝

の
巡
狩
を
言
説
化
さ

れ
た

巡
狩
を
実
行
に
移
し
た
も

の
と
評
価

し
て

い
る
。


